
　
観
る
人
の
視
線
を
ひ
き
つ
け
、
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

絵
画
作
品
。
額
縁
は
、
そ
の
絵
画
作
品
を
効
果
的
に
引
き
立

て
て
、よ
り
魅
力
的
、価
値
あ
る
も
の
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

額
縁
に
は
、
主
に
2
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
1
つ
目
は
大
切
な
作
品
を
保
護
し
保
存
す
る
こ
と
で
す
。

額
装
時
に
は
、
ガ
ラ
ス
や
ア
ク
リ
ル
と
作
品
が
直
接
触
れ
る

の
を
防
ぐ
目
的
で
、
作
品
と
額
縁
の
間
に
マ
ッ
ト
ボ
ー
ド
を

入
れ
ま
す
。
こ
れ
は
作
品
を
保
護
す
る
ほ
か
に
、
額
縁
と
作

品
と
の
間
に
視
覚
的
に
心
地
よ
い
空
間
を
作
る
と
い
う
デ
ザ

イ
ン
面
で
も
重
要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ザ

イ
ン
面
こ
そ
が
、
2
つ
目
の
役
割
で
す
。

　
マ
ッ
ト
と
ピ
ク
チ
ャ
ー
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ（
額
縁
の
枠
に

な
る
棹さ
お
材ざ

い
）の
幅
や
色・素
材
な
ど
に
よ
っ
て
作
品
全
体
の
印

象
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
額
装
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
作

品
と
合
っ
て
い
る
こ
と
は
最
も
重
要
で
す
が
、
作
品
を
飾
る

空
間
の
広
さ
や
雰
囲
気
に
調
和
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
大
切

な
要
素
で
す
。

　
佐
川
美
術
館
の
平
山
郁
夫
作
品
の
額
装
を
見
て
み
る
と
、

日
本
画
作
品
は
幅
広
の
ゴ
ー
ル
ド
系
の
額
装
が
作
品
を
豪
華

に
見
せ
、
存
在
感
が
あ
る
の
に
対
し
、
素
描
は
無
垢
の
木
枠

な
が
ら
、
マ
ッ
ト
は
ゴ
ー
ル
ド
系
で
日
本
画
作
品
と
統
一
性

を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
同
じ
空
間
に
飾
ら
れ
た
時
に
、
き
れ

い
に
調
和
し
て
見
え
る
よ
う
に
考
え
て
額
装
さ
れ
て
い
る
の

が
確
認
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

アートコラム⑰
佐川美術館

絵
画
作
品
の
額
装

いつだって好奇心　手を伸ばせばそこに本

問社会教育課　☎（582）1142　5（581）2733

　吉身保育園
では、毎月一回
ボランティア
の皆さんに来
てもらい、おは
なし会を行っ
ています。絵本
や紙芝居、手作
り絵本などに、
子どもたちはわくわくしながら絵本の世界に入り
込んで楽しんでいます。
　また、絵本だけでなくハーモニカに合わせて歌
を歌ったり、クイズをしたりと季節に合わせた内
容で、子どもたちは興味を持って参加しています。
ボランティアさんに読んでもらった絵本を気に入
り、自分で読む子どももいます。
　絵本を通して子どもたちが心豊かに育ち、絵本
が大好きになってくれればと思っています。

　図書館の読
み 聞 か せ ボ
ランティアの皆
さんに来ても
ら い、「 お 話
会」を毎月一回
実施しており、
園児たちはと
ても楽しみにしています。お話会は園児たちに
とって新しい絵本との出会いの場で、イラストや
言葉の繰り返しの楽しさ、お話の展開のおもしろ
さに、毎回「今日はどんな絵本なのかな」とワクワ
クしています。また、降園時には絵本コーナーで、
絵本を楽しむ親子のほほえましい姿が見られま
す。絵本を通して親子が心通い合う時間になれば
と願っています。
　これからも「お話会」をはじめ、子どもたちがさ
まざまな絵本と出会えるよう取り組みたいです。

吉身保育園 浮気保育園

ボランティアさんのおはなし会 お話会と絵本との出会い

  子どもの読書活動　学校・園の取り組みを紹介します㉖

公
益
財
団
法
人
佐
川
美
術
館

学
芸
員
：
松ま

つ
山や
ま 

早さ

紀き

子こ
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